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（ 3 ） （ 2 ）

◆
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
改
正

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
一
時
預
か
り
保
育
室
の
利

用
を
促
進
す
る
た
め
使
用
料

を
減
額
す
る
も
の

《
賛
成
総
員
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

使
用
料
が
７
０
０
円
か
ら

３
０
０
円
に
引
き
下
げ
に
な
っ

た
背
景
と
現
状
の
一
時
預
か
り

保
育
室
の
利
用
状
況
は
。

Ａ　

当
初
、使
用
料
は
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
や
他
市
の
類
似
事
業
の
７
０

０
円
を
参
考
に
設
定
し
、利
用

者
を
年
間
約
２
千
人
、１
日
５

自
に
利
用
す
る
事
務
に
、心
身

障
害
者
の
福
祉
手
当
と
医
療
費
、

こ
ど
も
医
療
費
、ひ
と
り
親
家

庭
の
医
療
費
、幼
稚
園
等
就
園

奨
励
費
補
助
金
、学
童
保
育
室

入
室
料
の
６
項
目
を
選
定
し
た

理
由
は
。

Ａ　

申
請
手
続
や
添
付
書
類
を

簡
略
化
で
き
る
な
ど
、市
民
の

利
便
性
向
上
に
寄
与
す
る
事
務

に
限
定
し
て
規
定
し
た
。

◆
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
施
行
に
伴

い
発
行
す
る
通
知
カ
ー
ド
や

個
人
番
号
カ
ー
ド
（※）
の「
再
交

付
」手
数
料
を
定
め
る
も
の

《
賛
成
多
数（
17
名
）で
原
案
可
決
》

Ｑ　

現
在
の
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
は
い
つ
ま
で
使
用
で
き
る

の
か
。ま
た
、個
人
番
号
カ
ー
ド

の
有
効
期
限
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ　

住
基
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

ま
で
使
え
る
。個
人
番
号
カ
ー

ド
の
有
効
期
限
は
10
年
間
だ
が
、

20
歳
未
満
の
か
た
は
５
年
間
と

な
る
。

Ｑ　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
作
成

主
な
議
案
審
議

に
必
要
な
も
の
は
。

Ａ　

申
請
時
は
申
請
書
と
顔
写

真
、交
付
時
は
通
知
カ
ー
ド
と

交
付
通
知
書
、本
人
確
認
の
で

き
る
書
類
が
必
要
と
な
る
。

Ｑ　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
再
交

付
し
た
場
合
の
手
数
料
は
。

Ａ　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
住
所

な
ど
の
追
記
欄
の
余
白
が
な
く

な
っ
た
場
合
や
、発
行
側
の
ミ

ス
に
よ
る
IC
チ
ッ
プ
の
破
損
な

ど
、本
人
に
責
任
が
な
い
場
合

は
無
料
と
な
る
。

◆
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

智
光
山
公
園
内
に
有
料
の
釣

場
を
設
置
す
る
も
の

《
賛
成
総
員
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

民
間
施
設
で
あ
っ
た
釣
場

を
智
光
山
公
園
の
施
設
と
し
て

名
か
ら
６
名
と
見
込
み
、事
業

を
開
始
し
た
。利
用
状
況
は
、

平
成
26
年
度
が
延
べ
６
７
４
人
、

１
日
当
た
り
１
・
88
人
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、

利
用
者
拡
大
に
向
け
た
見
直
し

案
と
し
て
使
用
料
を
減
額
す
る

こ
と
と
し
た
。

Ｑ　

算
定
の
基
本
的
な
考
え
は
。

Ａ　

保
育
所
の
一
時
預
か
り
の

保
育
料
の
４
時
間
以
内
１
千
円

を
参
考
に
、３
時
間
の
利
用
で

あ
れ
ば
１
千
円
を
下
回
る
金
額

に
し
た
。

Ｑ　

料
金
以
外
の
改
定
は
。

Ａ　

現
在
設
け
て
い
る
利
用
回

数
の
上
限
を
、今
回
の
改
定
に

併
せ
て
撤
廃
す
る
予
定
。

◆
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
条
例

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
施
行
に
伴
い

必
要
事
項
を
定
め
る
も
の

《
賛
成
多
数（
17
名
）で
原
案
可
決
》

Ｑ　
市
と
し
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
を
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

Ａ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
が
規
定

し
た
事
務
の
う
ち
、本
市
は
25

事
務
が
該
当
す
る
。主
な
事
務

は
、生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護

の
決
定
、地
方
税
の
賦
課
徴
収
、

公
営
住
宅
の
管
理
、国
保
の
保

険
給
付
、児
童
扶
養
手
当
な
ど
。

Ｑ　

市
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
独

用語解説
※個人番号カード＝全
員に交付される通知カ
ードと違い、本人が申請
すれば無料で取得でき
るカード。カードには、
住所や氏名、顔写真など
が記載され、公的な身分
証明書にもなります。

　　昨昨年の決算審査で市議会年の決算審査で市議会
としてとして「市民交流センター「市民交流センター
内の一時預かり事業につい内の一時預かり事業につい
ては、利用者拡大に向け、環ては、利用者拡大に向け、環
境改善等の対策を講じるよ境改善等の対策を講じるよ
うに」と要望していました。うに」と要望していました。
　　今今回、使用料の改定が行回、使用料の改定が行
われ、より多くのかたに利われ、より多くのかたに利
用していただけることを期用していただけることを期
待しています。待しています。 １１月から３００円１１月から３００円／時間に！！／時間に！！

総合子育て支援センターの一時預かり保育室（有料）総合子育て支援センターの一時預かり保育室（有料）

狭山市駅西口にある狭山市駅西口にある
総合子育て支援センター総合子育て支援センター

「ちゃっぽ」は親子で気軽に遊べます「ちゃっぽ」は親子で気軽に遊べます（利用無料）（利用無料）

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

一
時
預
か
り
保
育
室
の
使
用
料
を
利
用
し
や
す
い
額
に

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、「
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
」や「
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、「
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
」や「
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改

正
」な
ど
、

正
」な
ど
、2727
議
案
が
市
長
か
ら
、ま
た
請
願

議
案
が
市
長
か
ら
、ま
た
請
願
11
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く

件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く
2020
人人

の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

９月定例会
９月１日～９月３０日
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開
設
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

Ａ　

民
間
施
設
で
あ
っ
た
釣
場

の
用
地
取
得
が
26
年
度
末
に
完

了
し
、利
用
方
法
を
検
討
し
た

結
果
、既
存
施
設
の
効
率
的
な

活
用
を
図
る
こ
と
が
現
時
点
で

は
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
、へ

ら
ぶ
な
釣
場
を
開
設
す
る
こ
と

に
し
た
も
の
。

Ｑ　

年
間
の
維
持
管
理
料
と
利

用
料
金
収
入
の
見
込
み
は
。

Ａ　

維
持
管
理
は
、人
件
費
や

へ
ら
ぶ
な
の
購
入
・
餌
代
な
ど
、

年
間
１
千
８
０
０
万
円
程
度
と

考
え
て
い
る
。年
間
の
利
用
客

を
１
万
人
程
度
と
想
定
し
、利

用
料
金
収
入
も
同
程
度
と
想
定

し
て
い
る
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

《
賛
成
総
員
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

学
童
保
育
室
改
修
設
備
事

業
費
の
補
正
を
こ
の
時
期
に
す

る
理
由
は
。

Ａ　

入
間
川
東
小
学
校
敷
地
内

の
学
童
保
育
室
の
整
備
は
、設

計
の
完
了
が
年
度
末
と
な
り
、

設
計
額
と
当
初
予
算
額
と
に
、

か
い
離
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
今

回
補
正
を
す
る
も
の
。工
事
単

価
の
上
昇
に
加
え
、建
物
の
強

度
増
加
や
防
音
性
を
高
め
る
措

置
に
、予
定
よ
り
も
多
く
の
金

額
が
必
要
に
な
っ
た
。

　

請　

願

◆
狭
山
市
に
お
け
る「
産
後
ケ

ア
事
業
」の
実
施
に
関
す
る
件

請
願
者　

11
名

《
賛
成
総
員
で
採
択
》

　
　

※
請
願
の
要
旨
は
下
記
の

　
　
　

囲
み
を
参
照

◆
一
般
会
計
決
算

《
賛
成
多
数（
16
名
）で
認
定
》

　

歳　
　

入

Ｑ　

市
民
の
平
均
所
得
は
。

Ａ　

26
年
度
の
所
得
割
納
税
義

務
者
一
人
当
た
り
の
平
均
所
得

額
は
、２
８
６
万
１
千
円
で
、前

年
度
に
比
べ
５
万
１
千
円
の
減
。

Ｑ　

地
方
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
よ
る
交
付
金
の
増
額
分
は
。

Ａ　

社
会
保
障
財
源
と
し
て
、

２
億
５
千
７
３
６
万
３
千
円
。

Ｑ　

消
費
税
が
８
％
に
な
っ
た

歳
出
の
影
響
額
は
。

Ａ　

市
全
体
で
、３
億
１
千
２

１
４
万
円
。

　

歳　
　

出

◇
◇　

全　
　
　

般　

◇
◇

Ｑ　

常
勤
対
応
の
臨
時
職
員
の

職
種
と
人
数
は
。

Ａ　

27
年
３
月
現
在
で
、保
育

士
や
幼
稚
園
教
諭
、図
書
館
の

嘱
託
員
の
計
58
人
い
る
。

Ｑ　

一
般
事
務
の
臨
時
職
員
の

賃
金
は
。

Ａ　

26
年
４
月
に
は
８
２
０
円

に
、今
年
４
月
に
は
８
４
０
円

に
す
る
単
価
改
定
を
行
っ
た
。

Ｑ　

公
共
施
設
の
耐
震
化
改
修

工
事
の
状
況
は
。

Ａ　

現
状
対
象
と
な
っ
て
い
る

１
０
８
施
設
の
う
ち
１
０
４
施

設
の
改
修
が
終
わ
っ
て
い
る
。

◇
◇　

福　
　
　

祉　

◇
◇

Ｑ　

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事

業
が
、当
初
予
算
か
ら
大
き
く

減
額
し
た
理
由
は
。

Ａ　

当
初
、事
務
の
詳
細
が
不

明
瞭
で
あ
り
、予
算
不
足
が
生

じ
な
い
こ
と
を
最
優
先
に
対
象

者
を
推
計
し
た
こ
と
か
ら
、概

算
人
数
が
実
際
の
支
給
人
数
と

異
な
る
結
果
に
な
っ
た
た
め
。

Ｑ　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

率
は
。

Ａ　

対
象
者
２
万
２
千
５
５
３

人
に
対
し
、１
万
９
千
２
７
０

人
に
支
給（
85
・
４
％
）。

Ｑ　

市
内
保
育
所
の
待
機
児
童

数
の
推
移
は
。

Ａ　

保
護
者
が
求
職
中
の
児
童

を
含
め
、22
年
度
当
初
が
59
人
、

年
度
末
が
１
２
７
人
、新
規
開

設
と
定
員
増
を
図
っ
た
26
年
度

当
初
が
26
人
、年
度
末
が
74
人
。

Ｑ　

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
事
業
で
、地
区
別
の
同
意
者

状
況
は
。

Ａ　

要
援
護
者
名
簿
の
対
象
者

は
１
万
３
千
７
９
３
人
で
同
意

者
は
７
千
５
０
７
人（
54
％
）。

地
区
別
で
は
、入
間
川
が
54
％
、

入
曽
が
54
％
、堀
兼
が
53
％
、奥

富
が
53
％
、柏
原
が
54
％
、水
富

が
54
％
、新
狭
山
が
50
％
、狭
山

台
が
54
％
と
な
っ
て
い
る
。

◇
◇　

環　
　
　

境　

◇
◇

Ｑ　

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
成
果
は
。

Ａ　

市
内
10
カ
所
の
公
共
施
設

に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
４

３
０
㌔
を
回
収
。26
年
度
の
小

型
家
電
総
収
集
量
は
約
１
９
０

㌧
あ
り
、廃
棄
物
の
減
量
と
循

環
型
社
会
の
構
築
へ
一
歩
前
進

し
た
と
考
え
る
。

◇
◇　

安　
　
　

全　

◇
◇

Ｑ　

雨
水
対
策
工
事
の
内
容
は
。

Ａ　

新
狭
山
ハ
イ
ツ
調
整
池
の

排
水
用
の
パ
イ
プ
を
埋
設
し

た
。こ
の
改
良
工
事
で
久
保
川

へ
の
排
水
路
か
ら
の
い
っ
水
被

害
を
解
消
し
た
。

Ｑ　

民
間
住
宅
の
耐
震
化
達
成

状
況
は
。

Ａ　

19
年
度
と
26
年
度
末
を
比

較
し
、耐
震
化
率
は
67
％
か
ら

約
75
％
に
改
善
し
て
い
る
が
、

27
年
度
末
の
計
画
目
標
の
90
％

は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

◇
◇　

教　
　
　

育　

◇
◇

Ｑ　

堀
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
も
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
を
供

給
し
て
は
。

Ａ　

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
調

理
能
力
は
、入
間
川
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
と
柏
原
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
で
合
計
80
食
分
あ
り
、

現
在
41
食
提
供
し
て
い
る
。現

ー
そ
の
他
の
議
案　
《
い
ず
れ
も
原
案
同
意
・
可
決
》

ー

人
事
◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命（
橋
本
秀
樹
氏
、荒
川
和
子
氏
） 

◆

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦（
石
川
誠
氏
、羽
田
伸
子
氏
）　

条
例

◆
一
部
改
正
／
個
人
情
報
保
護
条
例
、職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例

27
年
度
補
正
予
算
◆
一
般
会
計（
第
５
号
）　

◆
特
別
会
計
／
国
民
健

康
保
険
、狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
業
、介
護
保
険
、後
期
高
齢

者
医
療 

そ
の
他
◆
智
光
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事
請
負
契

約
、和
解
、未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分（
水
道
事
業
、下
水
道
事
業
）

　市議会では、９月定例会で一般会計などの決算審査を行い、特別会計を含む全会計
を認定しました。審査の結果、要望指摘事項を作成し、市長へ提出しています。
（要望指摘事項は６ページ参照）

平成26年度決算を認定

健全な財政運営を継続

　

請
願
の
要
旨

　

出
生
率
の
低
迷
す
る
狭
山

市
で
も
、産
後
の
母
子
支
援

の
充
実
を
望

む
声
が
高
ま

っ
て
お
り
、次

の
５
点
を
要

望
し
ま
す
。

①
新
生
児
訪
問
事
業
の
充
実

②
ク
ー
ポ
ン
券
の
創
設
な
ど

産
後
ケ
ア
の
充
実

③
退
院
後
の「
産
後
入
院
」

「
デ
イ
ケ
ア
」「
産
後
訪

問
」の
費
用
の
助
成

④
産
後
ケ
ア
を
実
施
し
て
い

る
助
産
院
と
助
産
師
の

情
報
提
供

⑤
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置

在
は
39
食
の
余
裕
が
あ
る
が
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童

生
徒
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

調
理
能
力
を
超
え
る
予
想
が
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、堀
兼
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
で
も
、28
年
度
２

学
期
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食

の
調
理
を
開
始
す
る
予
定
。

反
対
討
論

日
本
共
産
党　

大
沢　

え
み
子

賛
成
討
論

公
明
党　
　
　

齋
藤　
　

誠

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

《
賛
成
総
員
で
認
定
》

Ｑ　

26
年
度
の
決
算
を
ど
う
分

析
し
た
の
か
。

Ａ　

歳
入
は
、前
年
度
と
比
べ

約
２
億
６
千
万
円
の
減
額
。主

な
要
因
は
、被
保
険
者
が
前
年

度
か
ら
約
１
千
人
減
少
し
、保

険
税
収
入
が
減
額
し
た
こ
と
や

療
養
給
付
費
交
付
金
の
減
、前

年
度
繰
越
金
の
減
な
ど
。

　

歳
出
は
、国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
の
減
少
に
も
か
か
わ

ら
ず
、高
齢
化
や
医
療
の
高
度

化
な
ど
で
、保
険
給
付
費
は
増

加
し
て
お
り
、国
保
財
政
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

Ｑ　

厳
し
い
運
営
状
況
を
踏
ま

え
、来
年
度
予
算
へ
ど
う
反
映

さ
せ
る
の
か
。

Ａ　

医
療
費
の
適
正
化
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、さ
ら
な

る
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向

上
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
、生
活
習
慣
病
重
症

化
予
防
対
策
事
業
な
ど
を
推
進

し
、医
療
費
の
縮
減
に
努
め
、併

せ
て
保
険
税
収
納
率
の
向
上
対

策
な
ど
国
保
財
政
の
健
全
化
を

図
る
。ま
た
、30
年
度
か
ら
県
が

財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
る

新
た
な
国
保
制
度
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、今
後
、広
域
化
を

見
据
え
た
対
応
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

《
賛
成
多
数（
17
名
）で
認
定
》

Ｑ　

26
年
度
に
行
わ
れ
た
保
険

料
率
改
定
の
内
容
は
。

Ａ　

26
年
度
は
、２
年
に
１
度

前山の池は11月15日オープン
料金は1日1,800円（半日1,000円）

市役所設置の
回収ボックス



議案質疑常任委員会

（ 7 ） （ 6 ）

　９月定例会の常任委員会で審査した議案や所管事務調査などの中から、
概要をお知らせします。

常任委員会からの活動報告

地
域
の
防
災
体
制
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か

総
務
経
済
委
員
会

◆
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

Ｑ　

協
働
事
業
の
成
果
と
課
題
は
。

Ａ　

開
始
か
ら
２
年
間
は
市
民
提
案
型
事
業
の

実
施
の
み
だ
が
、26
年
度
は
行
政
提
案
型
事
業

も
３
件
実
施
し
た
。行
政
と
市
民
が
協
力
で
き

た
た
め
、事
業
は
着
実
に
進
ん
だ
と
考
え
る
。

◆
地
域
防
災
計
画【
所
管
事
務
調
査
】

Ｑ　

自
治
会
と
協
定
を
結
ん
だ
要
援
護
者
対
策

は
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

Ａ　

協
定
を
結
ん
だ
自
治
会
に
は
、要
援
護
者

の
個
別
支
援
計
画
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
た
め
、地
域
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
呼
び

か
け
な
が
ら
、支
援
体
制
の
確
立
を
目
指
す
。

Ｑ　

既
存
の
備
蓄
倉
庫
へ
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

設
置
す
る
な
ど
の
改
修
は
。

Ａ　

小
型
備
蓄
倉
庫
は
昨
年
度
に
６
か
所
設
置

し
た
。今
後
も
年
度
計
画
を
作
り
な
が
ら
補
助

金
を
利
用
し
、既
存
の
防
災
倉
庫
を
更
新
し
て

い
く
予
定
。

産
後
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
を考

え
る

文
教
厚
生
委
員
会

稲
荷
山
環
境
セ
ン
タ
ー
の
更
新

を
見
据
え
財
源
の
確
保
を

建
設
環
境
委
員
会

◆
請
願「
狭
山
市
に
お
け
る『
産
後
ケ
ア
事
業
』

の
実
施
に
関
す
る
件
」

Ｑ　
「
助
産
師
・
保
健
師
に
よ
る
新
生
児
訪
問
事

業
の
充
実
」の
具
体
的
内
容
は
。

Ａ　

法
に
基
づ
き
新
生
児
の
発
育
、生
活
環
境

の
確
認
、疾
病
予
防
を
目
的
に
生
後
28
日
以
内

に
訪
問
す
る
事
業
で
、利
用
率
が
低
い
た
め
、周

知
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｑ　

新
生
児
訪
問
事
業
の
利
用
率
が
低
い
要
因

は
な
に
か
。

Ａ　

訪
問
希
望
の
有
無
を
記
入
す
る
出
生
連
絡

票
の
回
収
率
が
低
い
こ
と
と
、未
提
出
者
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
が
足
り
な
い
こ
と
。

Ｑ　

市
内
の
助
産
師
の
人
数
と
助
産
院
の
数
は
。

Ａ　

助
産
師
は
多
い
と
の
認
識
は
あ
る
が
、実

数
は
不
明
。助
産
院
は
１
件
、い
わ
ゆ
る
お
産
婆

さ
ん
は
２
人
い
る
。

※
答
弁
は
紹
介
議
員
に
よ
る

【
意
見
】☆
本
請
願
は
、産
後
ケ
ア
事
業
充
実
へ

の
第
一
歩
で
あ
り
、今
後
、さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の

展
開
を
希
望
す
る
。　

☆
財
源
確
保
の

課
題
も
あ
る
が
、切
実
な
要
望

で
あ
り
、実
現
に
向
け
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

Ｑ　

智
光
山
公
園
事
業
の
認
可
変
更
業
務
委
託

料
の
内
容
は
。

Ａ　

智
光
山
公
園
の
事
業
認
可
は
、来
年
３
月

ま
で
だ
が
、今
回
の
釣
場
を

含
め
公
園
内
の
整
備
計
画
や

事
業
費
の
変
更
に
よ
り
、申

請
に
必
要
な
図
面
や
書
類
を

作
成
す
る
た
め
の
費
用
。

◆
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

Ｑ　

特
定
外
来
生
物
の
被
害
状
況
は
。

Ａ　

26
年
度
の
野
生
生
物
の
相
談
件
数
は
、

１
１
６
件
あ
り
、こ
の
う
ち
ア
ラ
イ
グ
マ
の
相

談
は
50
件
受
け
た
。

Ｑ　

特
定
外
来
生
物
以
外
の
被
害
状
況
は
。

Ａ　

ハ
ク
ビ
シ
ン
が
31
件
、ほ
か
に
タ
ヌ
キ
な

ど
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。

Ｑ　

稲
荷
山
環
境
セ
ン
タ
ー
は
、現
在
、長
寿
命

化
計
画
を
実
施
し
て
い
る
が
、更
新
の
見
解
は
。

Ａ　

新
た
な
焼
却
施
設
の
更
新
は
、現
在
策
定

中
の
第
４
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
で
示
す

こ
と
と
し
、実
施
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、財
源

の
確
保
に
向
け
た
庁
内
の
合
意
を
考
え
て
い
る
。

賛成討論（要旨）
　各指標から見た財政状況は、引き続き健全
性と安定性が保たれ、順調な市政運営が推進
できた。しかし、税収は今後さらなる厳しさが
予想され、市税収納率向上への取り組みと、市
税以外の財源の的確な捕捉に努めてほしい。
▶重点施策である「協働」では、地域が主体的
に「地区まちづくり推進事業」に取り組み、多
くの協働事業が実施され、まちづくりが目に
見える形で実践された　▶臨時福祉給付金と
子育て世帯臨時特例給付金の支給は、プロジ
ェクトチームを設置し適切に対応した　▶昨
年２月の大雪被害農家に、ハウスなどの再建
支援のため、いち早く関係機関と調整し、迅速
かつ的確な対応を行ったことを高く評価する

反対討論（要旨）
　市民所得が落ち込む中、消費税が８％へ上
げられ市民生活は厳しさを増している。国や
県の制度改定による施策は必要な補助金を要
請するとともに、基金などを積極的に活用し
て次のような市民生活応援の施策を求める。
▶常勤対応の臨時職員は正規職員への登用を
▶中央公民館の利用者は駐車料金の無料化を
▶保育所のさらなる定員増に向けて方針の転
換を　▶消防基準を充足させ災害時への十分
な対応を　▶住宅リフォーム補助金の増額と
より多くの業者が受注できる体制を　▶教員
の多忙化解消のために教育センター代替教員
の増員を　▶情緒障害通級指導教室を各地区
の学校に

の
保
険
料
率
の
改
定
が
行
わ
れ
、

均
等
割
額
は
５
８
０
円
増
の

４
万
２
千
４
４
０
円
、所
得
割

率
は
０・04
％
増
の
８・29
％
へ
、

ま
た
賦
課
限
度
額
が
55
万
円
か

ら
57
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　

な
お
、改
定
に
合
わ
せ
、低
所

得
世
帯
に
対
す
る
保
険
料
軽
減

措
置
対
象
の
拡
大
が
図
ら
れ
、

軽
減
該
当
者
数
は
２
割
軽
減

が
98
人
増
の
１
千
１
２
２
人
、

５
割
軽
減
が
６
４
９
人
増
の

９
５
５
人
と
な
っ
た
。

◆
水
道
事
業
会
計

《
賛
成
多
数（
19
名
）で
認
定
》

Ｑ　

稲
荷
山
配
水
場
更
新
事
業

の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　

25
年
度
に
既
設
の
配
水
池

を
解
体
し
、26
年
度
か
ら
27
年

度
ま
で
の
２
カ
年
で
新
た
な
配

水
池
、ポ
ン
プ
棟
、電
気
機
械
設

備
の
工
事
を
進
め
て
い
る
。８

月
末
で
約
55
％
の
進
捗
状
況
。

ー
そ
の
他
の
決
算
認
定

ー

《
い
ず
れ
も
原
案
認
定
》

◆
特
別
会
計
狭
山
市
駅
東
口
土

地
区
画
整
理
事
業
、介
護
保
険 

◆
事
業
会
計
下
水
道

常任委員会からの　要望指摘事項
■総務経済委員会

１市内交通対策については、まちづくりと一
　体になった形で見直し、現在の方式にとら
　われることなく、より利用者が使いやすい
　ものとなるよう検討されたい。
２溢

いっすい

水の危険性がある水路等については、関
　係する管理者等と協議のうえ、早期に改修
　されるよう努められたい。
３指定管理者制度の運用にあたっては、法令の
　遵守徹底とともに、適切な管理運営が行われ

るよう、指導・監督を実施
されたい。なお、商工振興
事業の指定管理について
は、多くの事業者が参加で
きるよう検討されたい。

■文教厚生委員会

１教職員の負担軽減及び、年次有給休暇を取
　得しやすい環境にするために、派遣非常勤
　講師を増員されたい。
２公立幼稚園２園において、市立幼稚園の統
　廃合に関する計画に鑑み、職員の増員を含め、
　更なる特別支援教育の充実を図られたい。

■建設環境委員会

１稲荷山環境センターの更新を見据え、基金
　等、財源の確保を検討されたい。
２特定外来生物以外のハクビシン等有害鳥獣
　の対策を検討されたい。
３雨水貯留浸透施設設置補助事業の更なる拡
　充を図られたい。

要
望
は
議
長
が

直
接
市
長
に

小型備蓄倉庫

大型備蓄倉庫

園内の釣場を視察

◆平成26年度 一般会計歳入歳出決算認定
議案に賛成･反対します討

論



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

☎
０
４
‐
２
９
５
３
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３

一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 9月定例会では､14名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 9 ） （ 8 ）

◆基本方針の見直しが必要では
　「狭山市立小・中学校の規模と配置の適正化に
関する基本方針については、必要な見直しを行
う必要があると考えている」とのことだが、いつ
までに、どのような見直しを行うのか。
市長 統廃合の基本的な考え方に変わりはない
が、児童生徒数の推計や各地区の状況、国の手引
も参考にして、必要な見直しの検討を考えてい

る。具体的な内容や時期は、今後詰めていきたい。

◆地方公会計の整備
　総務省が平成27年１月23日に公表した「地方
公会計の統一的な基準」の内容と、固定資産台帳
の整備に対する市の取り組み状況は。
総合政策部長 地方公共団体の統一的な基準に
よる財務書類などの作成を目的とし、固定資産
台帳整備の手引きや財務処理に必要な仕訳の考
え方などを示したもの。市で台帳の整備を進め
ているが、総務省は、29年度までに統一基準に
よる財務書類の作成を求めており、台帳整備後
の28年度から新システムを導入し、28年度決
算による試行検証、29年度には統一的な基準に
よる財務書類の作成に移行する考え。

その他のテーマ

▶東中と狭山台中の統廃合
▶新市長の統廃合に対する考え
▶わがまちの財政に関する数字

◆入曽駅前整備
　入曽駅前（東口・西口）整備をどのように進め
るのか。市長の考えと決意を聞きたい。
市長 「再開発は街

まち

の活性化には欠かせない」と
公約で訴えたように、早期に事業の進捗を図れ
るよう努力していきたい。整備手法は、25年度
に凍結した土地区画整理事業以外の手法も含
め、実現可能な最善の手法を検討していく。

◆さらに小学校2校を統廃合する方針だが…
　19年策定の「小・中学校の規模と配置の適正
化に関する基本方針」は、現状を再調査して見直
すべきでは。入曽地区・水富地区の小学校統廃合
方針は変わらないのか。
教育長 両地区の児童数と学級数の動向を精査

し、地域の状況なども踏まえ、まずは統廃合の必
要性を改めて検証し、結果を踏まえて対応して
いく。基本方針を策定し、他市に先駆けて統廃合
に取り組んできたが、現在の基本方針は25年度
までの児童生徒数の推計をベースに検討したも
ので、策定から８年経過しており、統廃合の基本
的な考え方は変わらないが、必要な見直しの検討
を考えている。

その他のテーマ

▶「学校統廃合方針」見直しを
▶市長公約の近居支援に期待
▶一時生活支援事業の実施を

◆入曽地区の拠点づくり
　公民館の取り扱いに対する市長の考えは。
市長 旧入間中学校への公民館の移転の検討と
入間小学校跡地利用計画の整理は、早急に方向
性を決定したいと考えている。

◆入曽の駅前整備に向けて
　駅前整備の実現に向けた具体策はどのような
ものか。
市長 市も30年取り組んできて、仲川前市長も
３期目は入曽駅の再開発をやり遂げるというこ
とを公約にして当選した。しかし、その後さまざ
まな経緯があって、計画を断念した。
　もうそれほど多くの選択肢は残っていないと
感じているので、全員が望む案は、限られている

のだろうと思っている。ある部分では我慢して
もらうことも必要であると思う。財源も検討し
ないといけない。実現可能な案を、地域のかたが
た、地権者のかたがた、また市議会にも理解いた
だく中で、方向性を早急に示していくことが私
の役目であると考えている。

その他のテーマ

▶資源の活用・発掘・創造の考え方
▶トップセールスの取り組み
▶学力日本一に向けて

◆企業誘致で新たな雇用の創出を
①市内企業、事業所数、雇用の推移と分析は。
②企業誘致への課題認識と今後の対策は。
③既存企業への事業拡大や拡張の支援内容は。
④既存企業との情報共有や相互の連携体制は。
環境経済部長 ①従業員４人以上の製造業への
工業統計調査では、なだらかな減少傾向にあり、
全国や県内の他自治体でも同様である。経済状
況の変化、生産年齢人口の減少および製造拠点
の海外移転などによるものと分析している。
③企業立地奨励金制度、工場立地法地域準則条
例の活用のほか、中小企業経営支援相談を行う
とともに、インキュベーション事業で新製品の
開発を後押ししてきた。
④二つの工業団地工業会と意見交換を行うとと

もに、市内製造業約290社に、国・県・市などの支
援策や経済状況の情報を定期的に提供している。
市長 ②工業系用地の不足や、道路、下水道など
のインフラ整備が課題である。用地確保は、狭山
工業団地拡張地区基盤整備事業に基づき進めて
おり、インフラの整備と併せ全力で取り組んで
いきたい。

その他のテーマ

▶市内企業数と雇用者数の推移
▶企業誘致に対する課題認識
▶既存企業への支援状況

現
在
の
入
曽
駅
前(

東
口)

東
中
学
校
に
あ
る
懸
垂
幕

市内雇用の拡大で
若者の転出抑制を

市長！入曽駅前整備への
考えを聞きたい

狭山市の将来像を
新市長に問う！

市長交代、小・中学校の
統廃合はゼロベースに

内藤　光雄（新政みらい）三浦　和也（かがやき）

土方　隆司（新政みらい）金子　広和（創造）
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 9月定例会では､14名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 11 ） （ 10 ）

◆子育て支援の充実
　子どもを生み育てやすい環境の整備を行うこ
とで人口増を図ってほしいが、次の施策への市
の考えは。①保育所の定員を増やす ②第２子
以降の保育料軽減 ③子育て応援メニューを市
公式ホームページのトップに掲載
福祉こども部長 ①子ども子育て支援事業計画
で既存施設の定員の見直し、幼稚園の認定こど
も園への移行促進と地域型保育事業の整備に取
り組むこととしているので、現時点ではこれを
着実に推進していきたい。
②現行制度上は、同じ世帯内で小学校就学前の
児童の範囲では、第１子は全額負担、第２子は半
額の軽減、第３子以降は無料となっている。小学
校就学前の範囲の廃止は、財政負担を勘案し、近

隣市の状況を踏まえ検討したい。
③今後、若い世代を呼び込むためにも、本市の充
実した子育て支援施策を積極的に発信すること
は重要と考えている。子育てするなら狭山、と思
っていただけるよう、市ホームページを見直し
て、見やすく充実した情報の提供に努めていき
たい。

その他のテーマ

▶子育て支援の充実で人口増を
▶農業政策をこれからの柱に
▶入曽駅周辺整備の今後

◆準備状況
　本年10月以降に市民に送付される「通知カー
ド」に向けた準備状況は。
市民部長 年度当初から専用の事務スペースを
確保し、各部から応援を得て交付体制を整える
とともに、問い合わせに対応するため７月から
コールセンターを設置した。また、円滑な通知カ
ードの発送に向け、郵便局と緊密に連携を図っ
ている。市民への周知は、ホームページへの掲載
をはじめ、広報さやま８月号で制度の概要を掲
載、９月号で特集を組み、通知カードと個人番号
カードの案内を掲載する予定である。

◆「通知カード」の送付
　ＤＶ被害者など住所地とは別に居住している

かたがたへの送付は。
市民部長 ＤＶの被害者などで住所地とは別の
ところに居住しているかた、単身世帯で入院、入
所しているかた、また震災の被災者で避難して
いるかたなどは、９月25日までに、送付してほ
しい住所を住所地の市区町村へ登録申請する
と、その住所に通知カードが送付される。

その他のテーマ

▶10月以降にナンバー通知
▶個人情報をしっかり保護
▶円滑な運用へ周知徹底を

◆多文化共生社会の実現に向けて
①多文化共生社会に対する見解は。
②外国人住民の利便性に向けた取り組みは。
市長 ①今後の国際化社会の進展を踏まえると、
行政運営上重要な視点ととらえている。
②東京オリンピックで海外からの観光客や在住
外国人の増加が見込まれ、ハード面とソフト面

の環境整備の必要がある。ハード面では案内の
英語表記やフリーWi-Fiの整備など、ソフト面
では通訳ボランティア制度の拡充などが考えら
れ、こうした取り組みが多文化共生社会の構築
につながると考える。引き続き、国際交流協会な
どとの連携のもと、具体的に検討していく。

◆若い世代の有権者へ啓発活動
　埼玉県選挙カレッジとの連携は。
選挙管理委員長 直接の連携ではないが、同カ
レッジで制作した有権者ノートを新成人に郵送
し、啓発を図っている。若い世代に向けてＳＮＳ
を利用し、選挙情報の提供や投票の呼びかけな
どを実施していることから、今後はこの分野で
選挙カレッジとの連携に努めていきたい。

その他のテーマ

▶外国人住民の生活相談窓口
▶若い世代の投票率向上
▶主権者教育

その他のテーマ

▶高齢者への在宅サービス
▶慢性病やリハビリ病院の設置
▶公約にない“緑”も政策に

◆集中豪雨での被害から市民を守る。
①水害や急傾斜地の崩落に備えた訓練を必要な
地区で行うべきではないか。
②エリアメール（緊急速報メール）の後、市民は
どう対応すればよいか。
③障がい者や家族は、災害時どのように防災拠
点スペース（障がい者用避難所）を活用できるか。
市民部長 ①総合防災訓練は地震を想定してい
るが、安否確認や避難所開設運営訓練などは地
震以外の災害にも共通している。当市の災害は
豪雨や台風が多く、土砂災害の危険箇所や浸水
想定区域など、地域の特性に応じた訓練も必要
と考えるので、見直し作業中の地域防災計画に
位置づけ、訓練の方法などを検討していく。
②気象情報に注意し、立ち退き避難の必要性を

判断して行動することが望ましい。
福祉こども部長 ③一次避難所へ避難した知的
や発達障害者などのうち、自治会や学校関係者
で組織する避難所運営委員会が、避難所生活が
難しいと判断したかたと家族に、二次避難所と
して活用してもらう。併せて、障害の特性に応じ
たより適切な支援を行う。

狭山市にある二つの防災拠点スペース

"With all people　For all people"

子
育
て
し
や
す
い
狭
山
市
に

マイナンバー広報用ロゴマーク　愛称：マイナちゃん

多文化共生は
平和の原点

綿貫　伸子（公明党）

集中豪雨・土砂災害に備える

高橋ブラクソン久美子（無所属）

マイナンバー制度開始、
暮らし便利に！

齋藤　誠（公明党）

「子育てするなら狭山」
といわれる街

まち

づくり！
大沢　えみ子（日本共産党）
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 9月定例会では､14名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

（ 13 ） （ 12 ）

◆若者の住宅問題
①24年に公営住宅応募条件の「同居親族人要
件」が廃止された後も若年単身者を受け入れな
い理由は。
②未婚・若年層の住宅事情は。
③社会を循環させるためにも、生活困窮若年層
への住宅支援などを行う考えは。
都市建設部長 ①公営住宅法の改正で、同居親族
要件を条例で定めるようになったが、本市の条
例は法令を引用し、単身入居要件は従前のとお
りで応募条件は変えていない。高齢単身者など
入居希望者の約半数が入居できない状況のため、
要件に該当しない若年単身者は認めていない。
総合政策部長 ②具体的な把握はしていない
が、経済面を考慮すると親との同居が一般的で、

勤務先の都合や親からの独立を意図し、単身者
は家賃が低廉なアパートなどに居住するケース
が多いと考えられる。
③安価な物件も多数存在するので、住居費補助
のような支援メニューは考えていない。総合戦
略の検討に併せ、若い世代の定住促進策として、
Ｕターン希望者の住宅購入費や市内への転入転
居費用の補助制度を具体的に検討したい。

その他のテーマ

▶市営住宅の同居親族要件
▶空き家の利活用について
▶埼玉石心会病院の移転工事

◆平和に関する啓発活動
①平和宣言都市を三角塔などで通年掲示しては。
②図書館に平和コーナーの常設と市民の持つ戦
争資料の研究についての考えは。
市長 ①各公民館や本庁舎エントランスホール
などへの壁面掲示に加え、毎年８月に本庁舎入
り口の懸垂幕などへ掲揚しているが、通年掲揚
できるか検討していく。
生涯学習部長 ②中央図書館は毎年８月に平和
関連資料の展示を特集本コーナーで実施してい
るが、ほかの月もテーマ展示を行っているので、
平和資料コーナーのみの常設化は困難。図書の
配架スペースの一部を平和関連の常設コーナー
にするのも、多様な利用者のニーズにこたえる
ためには難しい。８月以外で平和資料の問い合

わせがある場合は、レファレンスサービス（資料
を探す手伝い）の中で丁寧に対応していく。
　市民の保管する資料は、編集の必要、所有者の
同意、さらには個人情報への配慮などが求めら
れるので、これらを検証する中で活用を検討し
たいと考えている。

その他のテーマ

▶平和宣言都市の通年掲示を
▶ハクビシン対策を
▶北部地域にコミュニティ施設

◆安全な教育環境整備
①子どもに対する悲惨な事件への認識と教訓は。
②いじめ、不登校などを、学校、行政、地域が一体
となり、「チーム学校」として総力を挙げて子ど
もを危険から守る体制は。
教育長 ①今年は中学生が犠牲となる事件が相
次いで発生し、社会に衝撃を与えた。将来ある子
どもが、人生にピリオドを打たざるを得なくな

ったことに、深い悲しみを共感する。
　それぞれの子どもとかかわりのある大人たち
が、子どもの状況を把握しもっと手を差しのべ
ていれば、事件を未然に防ぐことができたので
はないかと考える。今回の事件を教訓に、子ども
の安全確保により一層取り組んでいく。
学校教育部長 ②これまでも学校、行政、地域が
体制を整え相互に連携をして、子どもたちを危
険から守るための取り組みを行っている。学校
では、教師が児童生徒を一方的に指導するので
はなく、相互に信頼関係を構築し、また児童生徒
の声を大切にし、ちょっとした変化も見逃さな
い体制づくりに努め、異変を察知した場合には
迅速に対応するなど、児童生徒が事件などに巻
き込まれないよう日々万全を期している。

その他のテーマ

▶子どもたちを守る
▶日常生活における交通手段

◆楽観視できない、児童生徒の現状
　狭山市内の児童生徒の学力状況は。
学校教育部長 19年度から実施している全国の
学力・学習状況調査では、27年度は小学６年生
と中学３年生とも全国平均を下回る結果とな
り、特に小学６年生の結果が、全国平均に比べて
厳しい結果となった。

◆放課後ナイトスクールの検討状況
　放課後ナイトスクールの内容は。
市長  まず中学生対象に開設。全中学校区で地
域の人材を活用し、土曜や長期休業日などに補
習中心の学習機会を提供するよう、28年４月実
施を目途に準備する。この取り組みのアピール
は、若い世代の増加にもつながると考える。

◆「学力日本一のまち、狭山」の目標に向かって
　目標「学力日本一」に向けた、市長の決意は。
市長  教育を通じ、子どもたちに夢と可能性を
ぜひ実現してもらいたい。学力日本一という大
きな目標を掲げ、学力のみならず生活習慣や地
域のかかわりなども踏まえて、日本一の教育環
境づくりを目指していきたい。

その他のテーマ

▶児童生徒の学力の現状は？
▶放課後教室の実施に向けて
▶民間活力の連携・活用を
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若者に自立する足がかりを

望月　高志（日本共産党）

日本の平和は
憲法の堅持でこそ守られる！
猪股　嘉直（日本共産党）

若者が明るく青春を過ごせる
まちづくりを！

加賀谷　勉（公明党）

放課後ナイトスクール
実現に向けて

笹本　英輔（創政会）



　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 9月定例会では､14名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ
アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! !

（ 15 ） （ 14 ）

◆１日でも早い入曽駅前整備の展望を
①市長が地権者に会う予定は。
②沿道整備街路事業を含め、どんな手法がある
のか。
市長 ①地権者、地域住民の理解と協力が必要で
あり、市の方針が決定次第、早い時期に話し合い
の機会を持ちたい。

都市建設部長 ②区画整理、再開発事業などの
市街地整備事業のほかに、用地買収方式による
整備手法がある。沿道整備街路事業は、都市計画
道路を整備する手法だが、周辺に都市計画道路
の計画がなく権利関係の調整が難しいこと、ま
た近くに移転希望者が活用できる学校跡地もあ
ることから、なじまない。

◆公共施設に市内企業の商品展示を
　市長室前にもカタログを置くなどの工夫を。
環境経済部長 産業労働センターをはじめ、市
内６施設で工業製品、食料製品の展示を行って
いる。カタログを市長室前に置くことは、企業の
意向を確認し、また展示スペースのあり方も検
討したい。

その他のテーマ

▶入曽駅前整備の事業の進め方
▶市内企業への支援策

◆新たな事業資金の調達手段
　インターネットを通じて事業への寄附や協力
を募るクラウド・ファンディングが注目を集め、
地方創生に向けて、資金調達の手段として採用
する自治体も見られるが市の見解は。
総合政策部長 同様の方法は、ふるさと納税制度
が一般的と考えている。これまで納税の返礼品
は送っていないが、寄附の増額だけでなく、市内

生産品などを返礼品にすると、シティプロモー
ションの効果も期待されるので、条件整備を進
めたい。事業へのクラウド・ファンディングの活
用は、今後研究していく。

◆予想される大地震に備えて
　ふだん食べるレトルト食品などを多めに購入
しておき、定期的に食べて、食べた分を買い足し
ていくローリングストック法は、首都直下地震
や南海トラフ地震を想定すると大変有効な備蓄
法だと考えるが市の見解は。
市民部長 地震などで直接的な被害がなくても、
流通が滞り支援物資が届かないことが予想され
る。比較的手軽で有効な備蓄方法なので、引き続
き防災講座などで普及啓発を行っていく。

その他のテーマ

▶クラウド・ファンディング
▶青年海外協力隊ＯＢの活用
▶感震ブレーカーの設置推進

子ども議会では、実際の議会でも審議した
『安全で快適な学校生活の予算』、『乳幼児医療費
支給条例の一部改正』、『ポイ捨てに関する条例』
の３議案を各委員会で審議しました。本会議で
は、各委員長が審議結果の委員長報告を行った
ほか、議案へ賛成討論も行いました。
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 昨年に続き、市内の公立小学校の５・６年生を対象に
「子ども・議会体験プログラム」が７月23日（木）に行わ
れ、23名の小学生が市議会議員になり市議会を体験し
ました。夏休み中にもかかわらず、市政に興味・関心を持
った次代を担う子どもたちが集まり、委員会室で行う常
任委員会と議場で行う本会議を体験しました。

　まずは、市議会の仕組み
を学びます。その後、議長や
常任委員長を決めました。
　委員会と本会議が始まる
前に、議長室、事務局、議員
控室、図書室、本会議場を見
学しました。

←発言は、議長の
　許可を得てから

賛成の意思表示は
起立で　　　　　→

出
退
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示
板
の

ラ
ン
プ
を
つ
け
て
登
庁

正副議長室で記念撮影

配布したバッジ

市議会の役割などの説明を受ける

子ども議員、保護者、市議会議員がそろって笑顔で「ハイ、ポーズ！」子ども議員、保護者、市議会議員がそろって笑顔で「ハイ、ポーズ！」

寄附の文化の醸成で
まちを明るく人を幸せに

矢馳　一郎（創造）

入曽駅前整備、一歩ずつ
進めましょう！

西塚　和音（創造）

こちらの2次元コードから、当日のようすが動画でご
覧いただけます。（議会情報番組「withゆぅ市議会」へ）
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　７月23日に、子ども・議会体験プログラムを開催しました。この体
験プログラムでは、当日の司会進行だけでなくシナリオや名札の作
成などの事前準備も、市議会議員が中心となって行いました。当日の
ようすをまとめた動画（第28回withゆぅ市議会）は、インターネット
録画配信をしていますので、ぜひ、ご覧ください。

土・日曜日を除く。日程は変更になる場合があります。
問合せ議会事務局へ  ☎ 04-2953-1111 内線 3311
 FAX  04-2955-2396 

ケーブルテレビ議会情報番組

『withwith  ゆぅ  市議会  ゆぅ  市議会』
これからの放送予定

1111月月1313日～日～1919日日
1122月月25日～25日～3131日日
  11月月１１日日～7～7日日

ぜひご覧ください

放送開始時間は
  7時35分、13時  5分
17時35分、22時35分

委 員 長
副委員長
委 員

委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

笹 本 　 英 輔
綿 貫 　 伸 子
高 橋ブラクソン

久 美 子
西 塚 　 和 音
内 藤 　 光 雄
三 浦 　 和 也
太 田 　 博 希
大 沢 え み 子
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議 員 紹 介
　10月28日、当選人の更正
決定により、千葉良秋氏の
当選が決定しました。
氏　名　千 葉 良 秋
連絡先　東三ツ木160-1
電　話　2952-3693

議員辞職のお知らせ
　平成27年９月９日、須藤梓議員から議員辞
職願が提出され、同日開催の本会議で許可さ
れました。

　８月21日に、埼玉西部消防組合の狭山消防
署職員の指導のもと、救命講習を受けました。
毛布を使ったけが人の搬送やのどに異物が詰
まったときの対処方法、心肺蘇生、ＡＥＤの使
い方などを実習しました。

　もし、実際の災害
のときだったらど
うするかを思い浮
かべながら、真剣に
取り組む研修とな
りました。

　８月１・２日に、議員手作りの七夕飾りが市
民広場に置かれ、訪れた皆さんをお迎えしま
した。今年は、吹流しに和風の模様を取り入れ
るなどの趣向を凝ら
したものです。
　併せて、ケーブルテ
レビの議会情報番組
をＰＲするなど、市議
会に親しみを持って
いただけるように活
動しました。

「いざ」に備え
　　　議員研修会で　　　　　　　　  を

身近な議会へ

七夕まつりにやらい飾りを出展

救命講習

取

さやま議会だよりの点字版は
市役所･図書館などで閲覧できます

表紙の写真 子ども・議会体験プログラム

12月定例会の予定12月定例会の予定
11月26日(木)　開会、議案説明
　　30日(月)　議案質疑
12月１日(火)～３日(木)　一般質問
　　 ４日(金)、７日(月)　常任委員会
　　14日(月)　委員長報告、採決、閉会 市 議 会 の 活 動
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